
 

 

 

 

 

 

 

タオルで合図の水害避難訓練 
大雨・洪水・暴風雨等が接近し､2 階への垂直避難、

近所宅・集会所・学校などへの水平避難が必要な時、

みんなが確実に避難したかを素早く確認することが、

避難困難者の救助や避難支援に大きく影響します。 

自治会で実施される防災訓練（水害避難訓練）には

全世帯が参加して、水害に備えましょう。 

「玄関先にタオルを掲げ」在宅避難の方は 2

階へ、水平避難の方は自分の避難する場所へ向か

いましょう。 

「誰ひとり取り残さないまち」を目指しましょう。 

タオル掲示の一例 

お問合せ・連絡先：一般社団法人能登川地区まちづくり協議会 安全・安心事業部 

☎ 050-5802-2793 FAX 0748-42-1556 E メール notomatikyo.bosai@e-omi.ne.jp 

【訓練イメージ】 

開始： 「大雨警報発表!!」 

 ・各世帯で家族の安全確保 

  在宅避難・立退き避難 

 ・タオルを玄関口に掲げる 

10 分後：安否確認 

・組長さんがタオルを確認に 

町内を回り 

 ・対策本部(一時集合場所)へ 

  報告する 

 ・タオルの出ていない家庭を 

  再確認 

30 分後：報告 

 ・自治会長が地区本部へ報告 
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